早良ひまわりハウス　オープン

　[ようやく完成]
　会員の皆様方をはじめ地域、行政、議会、業者等々多くの皆様方のご協力・ご支援をい
ただき、ようやく３月末と５月末に２棟の高齢者向けのグループホームの完成を見ること
ができました。
[長かった道のり]
　思えば、４年前の平成２５年９月、保護者会から親亡き後の「終の棲まい」建設の提案
・要望を法人が受け、法人内部に検討会議(理事長、各施設長、保護者代表)を立ち上げ、
３年余に亘り３０数回の検討を重ねました。棲み家としてあるべき姿の議論から始まり、
機能、設備、規模、施設の種別、資金、場所等々いくつもの課題を検討し、結果として介
護包括型のグループホームを選択し、ショートステイや親子体験、そして、相談機能を併
設したハウスとして早良区東入部の地に誕生しました。
[ご協力に感謝]　
　とくに、資金面では、市からの助成とともに、会員さんの資金提供(貸付金)に助けられ、
　肝心の用地の選定は、多くの方から情報提供もいただきましたが困難を極め、およそ３０
　箇所当たることになりました。現在地も地主様のご厚意に拠るところが大きく、また、建
　物も設計事務所や施工会社が厳しい条件の中できちんと仕事をしていただきました。
　思えば一つの事業・建物の完成を見るに、本当にたくさんの方々のご協力があってこそ、
　と今更ながら強く感じているところです。
  [ハウスの課題]
　待望久しかったハウスですが、親子共々高齢化が進む中で、入居者枠１５人はあまりにも
　少数です。さらには、入居に当たっては１対１の支援を求められる方の受け入れが厳しく
　ご希望に添えないことともなりました。一方では、長年ともに暮らしてこられた親子が離
　れることの難しさも思い知らされました(しかし、いつまでもというわけにはいきません。
　タイミングは大事です)。
　[ハウスの活用]
　ハウスは「早良営業所バス停」から直ぐです。職員も常時もおりますので、是非お出かけ
　下さい。中の様子も見ていただき、ショートステイや親子体験、相談事など大いに利用し
　てください。そして、『親亡き後』の生活の場をイメージし、その時に備え、今できること
　を積み重ねながら、第２、第３のより充実したハウスの建設へと結びつけてください。
　まだ、スタートしたばかりではありますが、スキルアップを図り、併設の基幹相談支援セ
　ンター等々連携し、地域生活を支える拠点として、また、終の棲家としてその役割を担っ
　ていきます。運営は厳しいものがありますが、皆様方のご協力をお願いいたします。
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